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１．部活動の地域移行とは
２．部活動地域移行の必要性
３．部活動地域移行における子供たちのメリット
４．部活動地域移行における地域のメリット
５．県の方向性について

６．県の取組について

７．県内市町村の取組状況について

８．休日の地域移行したクラブについて
９．県内市町村の課題について

１０．課題解決に向けた取組について

内容

11.重点地域の取組について
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・学校が主体となって行われる活動

・学校で、学校の生徒を対象に行わ

れる。

・地域が主体となって行われる活動

・地域の体育館、公民館、学校体育施設等、

多様な場所で実施

・多世代、多種目な活動

１．部活動の地域移行とは

学校部活動 地域クラブ活動

地域移行
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進展する

少子化

ニーズの

多様化

教員の

働き方改革

２．部活動地域移行の必要性

・部員数が足りない ・やりたい活動がない

・負担が大きい



３．部活動地域移行における子供たちのメリット

・専門性のある指導を受けることができる

・学校を超えた仲間との交流

・多様な世代との豊かな交流

・地域で多様な活動が楽しめる

・学校にはなかった新たな多様なスポーツ・文化芸術活動等の体験

・引退・卒業後も継続して活動できる



４．部活動地域移行における地域のメリット

・多世代でのコミュニケーションが増加し、地域が活性化する。

・中学生だけでなく、子供から高齢者までがスポーツや文化芸術
活動に親しめる地域の環境が整備される。

地域の子供たちは、学校を含めた地域で育てる。



①令和７年度末までに、休日の地域移行完了を目指すとともに、
平日の地域移行に関しても、体制や環境が整った部活動、学校、
地域から順次、地域移行を進める。

②令和８年度以降は、各市町村のスポーツ・文化環境の状況及び
国の方針を踏まえながら、平日の地域移行の在り方について検討する。

５．県の方向性について
※熊本市を除く



令和５年度 令和６年度

６．県の取組について

１. 「熊本県公立中学校における休日の運動部活動の
地域移行推進計画」策定（４月）

２．熊本県中学校部活動の地域移行推進協議会の
開催

３.県民への広報・周知の充実
（県政TV・くまもんナビ、県公報情報誌ばとん・ぱす）

４．中学校部活動地域移行コーディネーター及び
担当者研修会の開催

5.地域クラブサポーターバンク設置

５．指導者研修会の実施

1．中学校部活動地域移行コーディネーター及び
担当者研修会の開催

２.市町村ヒアリングの実施（県内４４市町村）

３.市町村ヒアリングの実施（県内４４市町村）
※ モデルパターンを市町村へ提示

４．地域クラブサポーターバンクの運用

6．指導者研修会の実施

６．熊本県中学校部活動の地域移行推進協議会の
開催

７．シンポジウムの開催

※熊本市を除く



令和５年度 令和６年度

実証事業実施数

１２市町村
水俣市、玉名市、玉東町
和水町、南関町、長洲町
大津町、高森町、西原村
氷川町、湯前町、水上村

検討委員会、または協議
会の設置

１１市町村

コーディネーター配置 １１市町村

アンケート調査の実施
（生徒用）

６市町村

アンケート調査の実施
（保護者用）

７市町村

アンケート調査の実施
（教職員）

１０市町村

実証事業実施数

１４市町村
八代市、玉名市、山鹿市
宇城市、玉東町、和水町
南関町、長洲町、大津町
高森町、南阿蘇村、西原村
氷川町、山江村

検討委員会、または協議会の
設置

３４市町村

コーディネーター配置 １３市町村

アンケート調査の実施
（生徒用）

25市町村

アンケート調査の実施
（保護者用）

21市町村

アンケート調査の実施
（教職員）

28市町村

＋２
（令和５年６月調査分） （令和６年８月調査分）

＋14

＋18

７．県内市町村の取組状況について

＋１９

＋２

＋２３

※熊本市を除く



運営主体 数 市町村名 クラブ数（種目）
市町村 １ 長洲町 ４（ソフトテニス,バレーボール,軟式野球,剣道）

市町村教育委員会 ３
和水町,小国町,
津奈木町

和水町２（陸上,水泳）
小国町９（ｿﾌﾄﾃﾆｽ,ﾊﾞｽｹ,ﾊﾞﾚｰ,ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ、ﾎｯｹｰ,柔道,

野球,陸上,吹奏楽）
津奈木町１（バレー）

総合型地域スポー
ツクラブ

５
南関町,多良木町,
湯前町,相良村
山江村

南関町４（バドミントン,ソフトテニス,陸上,バスケ）
多良木町３（卓球,ソフトテニス,器械体操）
相良村５（剣道,男子バレー,女子バレー,野球,

ソフトテニス）
湯前町１（ソフトテニス）
山江村２（バドミントン,剣道）

市町村教育委員会
＋総合型地域ス
ポーツクラブ

１ 玉名市
２０（バレー6.バスケット4.柔道3.ラグビー.
ハンドボール.卓球.剣道.テニス.バドミントン.野球 ）

競技団体 １ 人吉市 １（柔道）

８．休日の地域移行したクラブについて

令和６年８月調査

※熊本市を除く



令和５年度 令和６年度 （令和６年８月調査分）

課 題 市町村数
（のべ数）

指導者の確保 ３９

指導者への研修 ２

学校の教職員の兼職兼業 １５

活動場所（体育施設等）の確保 ６

地域クラブ使用時の学校施設の管理 ２

平日と休日の指導者の連携 １２

会費等の取扱い １２

各市町村の財政的な支援の在り方 １８

保険の在り方 １

大会参加の在り方 ４

まだ十分に検討ができていない ２０

９．県内市町村の課題について
（令和５年６月調査分）

※熊本市を除く

課 題 市町村数
（のべ数）

指導者の確保 ３６

指導者への研修 ３

学校の教職員の兼職兼業 ６

活動場所（体育施設等）の確保 ４

地域クラブ使用時の学校施設の管理 ４

平日と休日の指導者の連携 ８

会費等の取扱い １３

各市町村の財政的な支援の在り方 ２６

保険の在り方 ２

大会参加の在り方 ８

まだ十分に検討ができていない ３



令和５年１２月 熊本県地域クラブサポーターバンク設置

１０．課題解決に向けた取組について

登録者数 １８５人
（令和７年２月５日現在）

指導者確保に向けて



指導者研修会の実施
令和６年度は、６回の研修会を開催（知識研修３回 実技研修３回）

スポーツ医科学

ハラスメント防止コミュニケーションスキル

実技研修



全国で７県が重点地域に指定されている。
本県でも南関町と大津町で取組を実施している。

１１．重点地域の取組について



多様なスポーツ機会の提供
体育・スポーツ系の大学生、

アスリート人材の活用 動画コンテンツ等の活用

・ワークショップの開催
・種目体験会
・生徒発表会

・大学への説明会
・大学生向け研修会
・指導アシスタントとしての活用

・練習メニュー動画作成
・遠隔指導の実施

南関町

熊本県

大津町

推進会議の開催 市町村訪問指導 シンポジウムの
開催

大学への協力依頼

大津町 大津町

各競技団体への
協力依頼

各競技団体のへ
協力依頼

県HPへの
掲載



子供たちの未来のために

一緒に考えていきましょう


